
食いしん防災コミュニティ部会がいく！ 

（第７３回 ２０２４年６月） 

 

 大阪にあるカップヌードルミュージアムを訪ねた。ここに来るのは初めてである。 

子どものころからチキンラーメンを始めとする日清食品のインスタント食品になじん

できた食いしん防にとって、１度は行ってみたい場所だった。 

 

 チキンラーメンやカップヌードルを発明したのは、NHK の朝ドラ「まんぷく」の  

モデルになった安藤百福。戦後の食糧難時代に、「安くて手軽に食べてもらえる」よう

インスタントラーメンを作り出し、日本人の食生活を変えた偉人である。食いしん防は

チキンラーメン、今でも大好きだ。 

 カップヌードルは、海外にも売れるようにと百福が考え出した。パッケージと食器が

一体化し、お湯を注ぐだけで食べられる手軽さで大ヒット。今や世界 100か国で累計

500 憶食売れた人気食品だ。日本から生まれた発明品ランキングでも、ウォークマン

などを抑えて堂々の１位に君臨している。 

 発売当時は、価格が袋ラーメンの４倍ほどしたため、売れ行きが懸念されたそう。  

しかし、日清以外のメーカーも含めたカップ麺の売上は、袋麵をはるかにしのぐ。 

 

 でもねえ……。ひねくれ者の食いしん防は、「スゴイね」と素直に感心できないのだ。

だって、袋麵に較べて圧倒的にゴミの量が多い。１食のためにあんな大量のゴミを出し

てもいいのか、と悩む。 

 カップ麵だけではない。食品トレーもペットボトルも、子どものころにはなかった。

これらは確かに便利だが、みんなゴミになる点が共通している。リサイクルするにして

も、膨大なエネルギーと手間がかかるのだ。カップヌードルは、こん 

な《使い捨て文化》の先駆けになったともいえる。 

 

 と言いつつ、食いしん防はカップ麵をよく食べる（カレーヌードルとマルタイ食品の

ちゃんぽんがお気に入り）し、ペットボトル飲料も愛飲する。人間の大いなる矛盾です

な。もうガラス瓶や紙包み（昔、八百屋や果物屋で買物すると、商品を新聞紙でくるん

でくれた）の時代には戻れないのだろうか。仮に戻ったとしても、食いしん防は耐えら

れる自信があるのだが。 

 

 ちなみに冒頭のミュージアムで、マイカップヌードルを作った。スープはもちろんカ

レー。３種類選べる具は、ガーリックチップとキムチとひよこちゃんナルト。容器には

自分で絵を描く。世界に一つだけの“自分好みにチューンアップされたカップ麺”だ。

いざ食べてみると……うーん、正直言って、市販の組み合わせには及ばなかった…… 

 

 

 



TOPICS 

☆出前講座に出撃！ 

 コロナ禍で機会が減っていた防災出前講座。今年度は久しぶりにお声がかかった。 

勝堂町から呼ばれて、自主防災組織の役員を対象に、「災害から命を守るための備え」

をテーマに講座を開いた。 

 30 人ほどの役員が熱心に耳を傾け、防災について考えていただいた。呼ばれれば  

あなたの町にも出かけまっせ！ 

 

 

 

 

☆新年度１回目の防災コミュニティ部会議が開かれる 

 毎年各自治会から、まちづくり推進員さんが選出されている。その役割の中に、まち

協内にある部会とプロジェクトのどれかに所属して、活動をサポートすることがある。

総会の後で所属部会の希望を出してもらうのだが、今年は５名が我が部会を第１希望に

してくれた！ 

 新任の小堀“ナイスガイ”部長は感激の涙にむせびながら「湖東の平和を守るために

がんばるぞーッ」と決意を新たにしていた。 

  

 

  

 

          ナイスガイで検索したらこんな画が・・・ 

 

 

 

 

 

 

今後の活動予定 

６月 21日（金）災害支援市民ネットワークしが研修｛災害時の子ども支援の現状｝ 

〃     「こと防」全体会（研修）19：30～ 湖東コミセン多目的ホール 

  28日（金）防災減災のつどい 19：00～ 愛東コミセン 

９月 13日（金）防災ゲーム体験（平柳町） 

 

※ 出前講座の申し込み受け付けます！ 

 

 

 

 



勝手にＱ＆Ａコーナー 

 Q：まちづくり推進員は何をするのですか？ 

 A：ど真ん中ストレートの質問ですな。廃食油回収や夏まつり、ふるさとまつりなど

地区全体にかかる事業のお手伝いをしていただくほか、TOPICS にあるように  

部会・プロジェクトのサポーターになっていただきます。小杉“モーフィアス”  

前部会長も、小堀“ナイスガイ”現部長も、推進員のサポーターから部会に入って

くれたのです！ 

 

 

 Q：勝堂町の講座に参加してました。あのとき来たのは食いしん防だったのですね。

話の内容はともかく、最初にとんできたギャグがあまりにもつまらなくて引いて 

しまいました。 

 A：「話がつまらなくても腐ったトマトや卵を投げないで。どうしても投げたく   

なったらお金を……」と言ったやつですな。会場が静まり返った（凍りついた）  

のを覚えてます。「お金」が直接すぎたかな。「おひねり」と言った方が……   

え？ そういう問題じゃないって!? 

 

 

 

 

 

 楽しい質問、お待ちしてます！ 

                      （文責：こじまっちょ） 


